
厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業（免疫アレルギー疾患等予防・治療
研究事業 免疫アレルギー研究分野）） 
平成 23-25 年度 総合研究報告書 

 

アトピー性皮膚炎の発症・症状の制御および治療法の確立普及に関する研究 

研究代表者 古江増隆 九州大学大学院医学研究院皮膚科学分野教授 
 
研究の要旨 

本研究では、アトピー性皮膚炎の根本的な症状である痒みを臨床的あるいは基礎的に評価・研究し、エビ

デンスに基づく具体的な対処法や治療法を、ＥＢＭウェブサイトのアップデートにより広く国民に普及する

ことを目的とし、併せて痒みのメカニズムの解明に大きく踏み込み、新規治療法の開発をもめざした。 

臨床的には、社会的に関心の高いステロイド外用薬の使用方や副作用について、治療による食物アレルギ

ー抑制効果や適切な使用下では小児の副腎機能に影響は出ないことなど、不適切治療のまん延を防ぐ上で大

きな発見があった。またタクロリムス軟膏、保湿薬、抗アレルギー薬の抗かゆみ効果の検討など、臨床上大

きな問題となるかゆみ治療の観点から既存治療の評価し整理し、さらに抗かゆみ効果を有するタンニン酸ス

プレーなどを新規開発した。基礎・遺伝的には MMP2, KLK8, MDC, SMAD3, CCL26 等を痒み関連の新規候補物

質として同定し、マウスの新規痒みモデルや、痒み関連因子である表皮内神経伸長の in vitro アッセイモ

デルを開発するなど先進的な研究を行ってきた。また、EBM サイトの 2010 年度版を 2010 年 10 月に公開し

ており、同サイトを透してさらなる標準治療の普及と不適切治療の抑制を図り、国民の健康と福祉に貢献し

て行きたい。 
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A. 研究目的 

我々は、これまでに厚生労働省科学研究「アト

ピー性皮膚炎の既存治療法の EBM による評価と有

用な治療法の普及に関する研究」（平成 14～16 年

度）の成果を「アトピー性皮膚炎―よりよい治療の

ための Evidence-Based Medicine とデータ集」 

（ http://www.kyudai-derm.org/atopy_ebm/ind

ex.html）としてウェブサイト上に公開した。また、

厚生労働省科学研究「アトピー性皮膚炎の症状の制

御および治療法の普及に関する研究」（平成 17－19



年度）では、ホームページ「アトピー性皮膚炎、か

ゆみをやっつけよう」というウェブサイトを 2007

年 5月 10 日に公開した 

（ http://www.dermjapan.org/kayumi/index.ht

ml）。さらに「アトピー性皮膚炎のかゆみの解明と

治療の標準化に関する研究」（平成 20－22 年度）で

は上記ＥＢＭウェブサイトを 2010 年版としてアッ

プデートし、治療薬の明確な効能・効果をエビデン

スに基づいて詳述した。これらのウェブサイトでは

多くの患者を悩まし QOL の低下を招いているアト

ピー性皮膚炎(AD)の痒みの具体的な治療法、家庭で

の対策などに関して、患者の視点からよりわかりや

すく解説し、開設以来、患者を中心に非常に多くの

アクセスを記録している。本研究では、（１）AD の

発症に関与する諸因子をコホート研究にて明らか

にするとともに、（２）ADの重要な症状である痒み

と炎症の機序を生物学的ならびに遺伝学的に解明

し、（３）これらの研究成果を踏まえ、標準治療と

その工夫・治療効果を分かりやすく具体的に国民に

普及させることを目的とする。 

 

B. 研究方法 

（１）痒みの機序と抑制に関する基礎的研究（稲

垣、高森、竹内、浜崎、古江） 

基礎的な研究では、マウスモデルを用いた掻痒

発現機序の解析と治療戦略の構築（稲垣）、バリア

機能破綻に起因する AD の痒みのメカニズムの解明

（知覚神経と表皮ケラチノサイトの相互作用）（高

森）、痒み・掻破行動と皮膚炎増悪メカニズムに関

するアトピーモデルを用いた検証（竹内）、セロト

ニン感受性痒み伝達神経の起痒物質感受性の探索

（古江）、表皮ケラチノサイトに関連する AD の痒み

関連因子の検討（浜崎）を行う。 

 

（２）AD の発症に寄与する諸因子の解明（古江、

竹内、玉利） 

2001 年から我々が樹立した石垣島児童検診コホ

ート(KIDS)では、毎年 600～800 名の 0-6 歳児童の

検診、アンケート、採血を行っている。本研究では、

平成 23 年度に卵アレルギーと AD 発症の疫学調査、

平成 24 年度に小児の IgE 産生の疫学、平成 25 年度

に血中 monocyte-derived chemokine (MDC)値の推

移と AD の発症に関する疫学、MDC 値と予後ならび

に皮膚感染症の合併に関する疫学調査を行う。加え

てフィラグリン遺伝子多型を有してはいるものの

ADを発症していない児の背景因子を調査したい（古

江、竹内）。また遺伝学的研究では平成 20-22 年度

に集積した AD 患者 919 例、健常人 1032 例の遺伝子

サンプルを含む AD 患者 1472 名、非 AD コントロー

ル 7971 名を対象にして、遺伝子多型と AD 発症の関

連性を 3年間にわたり順次明らかにしたい（玉利）。 

 

（３）痒みの機序と抑制に関する臨床的研究（佐

伯、菅谷、中村、相馬、秀、大矢） 

臨床的な研究では、AD が睡眠や就労に与える影

響に関する研究（佐伯）、AD のかゆみと相関する生

理活性物質の同定及び日常生活におけるかゆみ対

策の気づきと実践（菅谷）、（IL-31 など）AD のかゆ

みの理解とその対策に関する包括的研究（相馬）、

AD における汗アレルギーの解析とスキンケアの方

法の開発（秀）、AD のかゆみにおける樹状細胞の役

割に関する研究（中村）、小児 ADに対する proactive

治療に関する研究（大矢）を行う。 

 

（４）標準的治療を普及させるウェブサイトの

リニューアルと公開（古江、大矢、浜崎、患者の会） 

開設以来多くのアクセスを得ている「アトピー

性皮膚炎についていっしょに考えましょう」という

ウェブサイトを、標準治療とその工夫・治療効果を

中心に患者の立場に立ってリニューアルするべく

検討を開始した（古江、患者の会）。本研究で明ら

かとなった痒みのメカニズム、質的違い、遺伝背景

などの研究成果も踏まえながら、患者の会とも協力

してこれらのウェブサイトのリニューアルをすす

めていく。また、作成されたウェブサイトに対する

保護者のアクセス行動に関する調査研究も行う（浜

崎）。 

（倫理面への配慮） 

これらのヒトゲノム研究、臨床研究、動物実験、

遺伝子組み換え研究はそれぞれ文部科学省及び厚

労省の研究指針に則り、各研究施設の倫理委員会

の審査を経て施行されている。 

             

C. 結果 

（１）痒みの機序と抑制に関する基礎的研究（稲垣、

高森、竹内、浜崎、古江） 

ICR マウス NC/Nga マウスの TNF-α誘導性

の起痒物質 NGF が siRNA + invivofectamine 2

の局所注射で強く抑制されることを示した。

現在効率の良い経皮的な投与経路の開発中で

ある（稲垣）。アトピーマウスモデルで皮膚炎

および掻破抑制に有効な Sema3A を効率よく

発現させるプロモーター領域として RORα領

域を同定し、同作動薬による Sema3A 発現誘導

が確認された（高森）。アトピーモデルマウス

で FK506 の抗かゆみ効果が、ハプテン再チャ



レンジに対して外用中止後 3 日までは効果が

持続し、その後 4-6 日目で徐々に消失するこ

とを確認した。臨床的な AD での外用中止後の

かゆみ再発の中央値（3 日目）と一致し（既

報告）、興味深い（竹内）。セロトニン感受性

かゆみ伝達神経は、脊髄後索の浅層に入力し、

機械刺激にも応答する多様式ニューロンであ

ることが確認された（古江）。また、アレルギ

ー性接触皮膚炎モデルマウスでは、抗 IL-33

抗体治療が AD 様皮膚炎（表皮肥厚、好酸球浸

潤）を抑制することがわかった。 

 

（２）アトピー性皮膚炎の発症に寄与する諸因子の

解明（古江、竹内、玉利） 

石垣島コホートでのべ7856人の保育園児調査の

結果、平均有病率は 6.3％、本人の気管支喘息と卵

アレルギー、父親や同胞の AD が罹患危険因子であ

り、卵アレルギーを合併する AD 園児は、非合併の

D園児より重症であることが分かった。一方でミル

クや小麦など他の 3 大食物アレルゲンやダニアレ

ルギーの有無ではそのような差は見られなかった。

また、AD 園児での Th2 ケモカイン MDC 値は健常群

より高いことも分かった。さらに、フィラグリン遺

伝子変異の有無がアトピー性皮膚炎の発症に必ず

しも寄与しないことを見出した。（古江、竹内、天

谷）。AD 集団の immunochip 解析、遺伝子発現解析、

eQTL 解析にて、あらたに RAG1,2、SOCS1,NGFR、

NLRP10.CCR4 の関与が示された（玉利）。 

 

（３）痒みの機序と抑制に関する臨床的研究（佐伯、

菅谷、中村、相馬、秀、大矢） 

  AD 患者の労働生産性の障害度（TWPI）は 32.8∓

23.7％で重症度スコアや皮膚疾患 QOL スコア

（DLQI）と相関した。また、睡眠の質障害度（PSQI）

も同様にこれらと相関した（佐伯）。東京大学皮膚

科アトピー外来に通院中の患者では、かゆみ関連物

質GRPとautotaxinがいずれも健常群より上昇して

いることが分かった（菅谷）。AD 患者由来の樹状細

胞は健常人に比して有意に高い Th2 ケモカイン MDC

の産生能を示すことがわかった（中村）。外来の AD

患者の血液検査で、重症度マーカーTARC が SCORAD,

掻痒 VAS、好酸球数、LDH と相関することを確認し

た。IL-31 と LDH に相関がみられた（相馬）。AD 患

者での発汗によるかゆみの原因物質として、常在真

菌であるマラセチア（Malassezia globosa）の分泌
タンパク MGL1304 を同定した（秀）。生後 6 ヶ月で

湿疹あり児では湿疹なし児と比較して、食物アレル

ギー発症が高く（既報）、また近年では食物の早期

摂取が食物アレルギーの発症を抑制するという報

告がある。そこで、AD 乳幼児において、生後 6 ヶ

月から 1 歳まで粉末化加熱卵タンパクの連日摂取

をする群とプラセボを摂取する対照群に分け、両群

とも、1歳まで卵を含む食品の摂取を制限する。ま

た、この間の湿疹治療においては保護者の希望に応

じて、ステロイド外用薬を用いた proactive 療法を

行うか、スキンケアのみ実施する 2群に分ける。現

在 83 名の登録があり、50 名の負荷試験が終了して

おり、登録も継続中である（大矢）。 

 

（４）標準的治療を普及させるウェブサイトのリニ

ューアルと公開（古江、患者の会） 

開設以来、多くのアクセスを得ている「アトピ

ー性皮膚炎についていっしょに考えましょう」とい

うウェブサイトを、標準治療とその工夫・治療効果

を具体的に患者の立場で解説する仕様にリニュー

アルした（古江、患者の会）。本研究で明らかとな

った痒みのメカニズム、質的違い、遺伝背景などの

研究成果も踏まえながら、患者の会とも協力してさ

らに完成度を高めたい。 

 

D. 考察と結論 

基礎研究では NGFsiRNA の in vivo での治療の可

能性を示し、至適条件を検討して臨床応用が期待さ

れる。タクロリムス（FK）の抗かゆみ効果は外用中

止後 3日目までは効果が持続し、臨床結果とも一致

した。AD のプロアクティブ療法の外用間隔の調整

を考えるうえで重要な知見である。また、プロモー

ター領域制御による抗炎症・かゆみ物質 Sema3A の

発現調節技術は低コストの新薬開発につながる可

能性ある。最近報告された AD と関連する IL-33 抗

体治療が、マウスでの慢性皮膚病変部を改善してお

り、病態への関連が示唆される。5-HT（マウスでの

主要な起痒物質）誘発によるかゆみ特異的神経の同

定と上位伝達ニューロン分布の決定は、かゆみ知覚

の受容の観点から脳ＭＲＩ解析など中枢での痒み

知覚研究の推進に寄与すると思われる。 

 

石垣島コホートおよび遺伝子解析では新規の AD

患児の罹患危険因子の同定や卵アレルギーと AD 罹

患および重症度との関わりが示唆され昨年報告し

た Th2 ケモカイン MDC （CCL-22)など 8領域に加え

RAG1,2、SOCS1,NGFR、NLRP10.CCR4 の関与が示唆さ

れた。AD の主要な遺伝的罹患危険因子である天然

保湿因子フィラグリンは、Th2 環境下でその発現が

低下するため、日本人では約 7割に達するフィラグ

リン遺伝子変異のない AD 患者での発症メカニズム



の観点からもこのTh2ケモカインMDCとの関連は注

目に値し、またかゆみと関連の深い NGF の受容体

NGFR があらたに同定されたことも興味深い。 

臨床的研究ではAD患者の労働生産性障害度や睡

眠障害度は重症度 SCORAD や QOL スコアと有意な正

の相関が認められ、重症であるほどかゆみが強く、

生産活動性、患者 QOL が落ちることに他ならない。

またかゆみと相関する血清中の生理活性物質とし

てあらたに GRP と autotaxin が同定された。適正治

療による病状や起痒物質のコントロールの重要性

が示唆される。また、AD 患者末梢血由来の樹状細

胞からは前述の遺伝子解析でも指摘された Th2 ケ

モカインの MDC に有意な上昇がみられることを確

認した。重症度マーカーTARC が SCORAD,掻痒 VAS、

好酸球数、LDH と相関することを確認した。また、

かゆみの悪化因子である汗抗原として常在真菌で

ある Malassezia globosa の分泌タンパク MGL1304

を同定した。真菌と AD の関連を示すものとして臨

床的に注目される。さらに乳幼児 AD へのプロアク

ティブ療法介入が食物アレルギーの合併率に与え

る影響をしらべる前向き研究では現在 83 名と登録

が進み、50 名で負荷試験が終了している。引き続

き研究を進め、食物アレルギーを含めたアレルギー

疾患全般のコントロールからみた皮膚局所の AD 治

療の意義を問いたい。 

これまでに公表した「アトピー性皮膚炎につい

ていっしょに考えましょう」、「かゆみをやっつけよ

う」などのウェブサイトはこの種のウェブサイトと

してはアクセス数も多く、AD やその病態、治療の

標準化、社会問題化する不適切治療の抑制などに大

きな役割を果たしてきたと思われ、本研究によって

得られる成果を踏まえて、さらにリニューアルして

いく予定である。 
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本研究皮膚科学会, 和歌山, 2010 年 12 月 

 

Taneda K, Tominaga M, Tengara S, Ogawa H, 

Takamori K. Neurotropin inhibits both 

capsaicin-induced substance P release and nerve 

growth factor-induced neurite outgrowth in 

cultured rat dorsal root ganglion neurons. 第

35 回日本研究皮膚科学会, 和歌山, 2010 年 12 月 

 

川崎広明、冨永光俊、重永綾子、加茂敦子、小川秀

興、髙森建二、山倉文幸. アトピー性皮膚炎モデ

ル・Nc/Nga マウスの皮膚における 6-ニトロトリプ

トファン含有タンパク質の生成. 第 32 回トリプト

ファン研究会, 滋賀, 2010 年 12 月 

 

Tominaga M, Takamori K. Matrix 

metalloproteinase-8 is involved in dermal nerve 

growth: Implications for possible application 

to pruritus from in vitro models. 71st Annual 

Meeting of the Society for Investigative 

Dermatology, Phoenix, Arizona, USA May 4-7, 2011  

 

Tominaga,M, Tengara S, Kamo A, Takamori K. A role 

of matrix metalloproteinase-8 in dermal nerve 

growth: implications for possible application 

to pruritus involving skin nerve from in vitro 

models. 6th World Congress on Itch, Brest, 

France, Sep 4-7, 2011  

 

Kamo A, Tominaga M, Tengara S, Negi O, Taneda K, 

Takamori K. Effects of UV-based therapies, 

corticosteroid ointment and emollients on 

intraepidermal nerve fibers of acetone-treated 

mice. 6th World Congress on Itch, Brest, France, 

Sep 4-7, 2011 

 

Tengara S, Tominaga M, Kamo A, Taneda K, Negi O, 

Ogawa H, Takamori K. Thymic stromal 

lymphopoietin and tumor necrosis factor-a 

reduces the production of semaphorin 3A in 

cultured keratinocytes. 6th World Congress on 

Itch, Brest, France, Sep 4-7, 2011 

 

Negi O, Tominaga M, Taneda K, Kamo A, Tengara S, 

Ogawa H, Takamori K. Topically applied 

semaphorin 3A ointment inhibits scratching 

behaviors and improves skin inflammation in 

NC/Nga mice with atopic dermatitis. 6th World 

Congress on Itch, Brest, France, Sep 4-7, 2011  

 

加茂敦子、冨永光俊、根木 治、Suhandy Tengara、

種田研一、高森建二. ドライスキンマウスの表皮内

神経線維に対する紫外線療法、保湿・保護外用剤の

影響. 第 10 回コ・メディカル形態機能学会, 愛知, 

2011 年 9 月 

 

Suhandy Tenngara、冨永光俊、高森建二. Increased 

production of granzyme A in the lesional skin of 

patients with atopic dermatitis. 第 36 回日本研

究皮膚科学会, 京都, 2011 年 12 月 

 

根木 治、冨永光俊、高森建二. Topically applied 

semaphorin 3A ointment inhibits scratching 

behavior and improves skin inflammation in 

NC/Nga mice with atopic dermatitis. 第 36 回日

本研究皮膚科学会, 京都, 2011 年 12 月 

 

根木 治、冨永光俊、加茂敦子、Suhandy Tengara、

種田研一、高森建二. アトピー性皮膚炎モデルマウ

ス（NC/Nga）の痒み・皮膚炎に対する神経反発因子

Sema3A の外用療法の検討. 第 74 回日本皮膚科学会

東京支部学術大会, 東京, 2011 年 2 月 

 

加茂敦子、冨永光俊、根木 治、Suhandy Tengara、

種田研一、高森建二. ドライスキンマウスの表皮内

神経線維に対する保湿剤、ステロイド軟膏、紫外線

療法の影響. 第 7 回 加齢皮膚医学研究会, 宮崎, 

2011 年 7 月 

 

冨永光俊、川崎広明、重永綾子、加茂敦子、高森健

二、山倉文幸. トリプトファン残基のニトロ化はア

トピー素因に関連するか？―アトピー性皮膚炎モ

デル・Nc/Nga マウスの皮膚での生成. 第 84 回日本

生化学会. 2011 年 9 月 



 

加茂敦子、冨永光俊、高森建二. 光線療法の出番

は？第 17 回アトピー性皮膚炎治療研究会, 東京, 

2012 年 2 月 

 

Takamori K, Negi O, Kinoshita A, Kamo A, Tominaga 

M:Topically applied semaphoring 3A ointment 

inhibits scratching behaviour and improves skin 

inflammation in model mice with atopic 

dermatitis. 21st EADV, Prague, Sep 27-30, 2012. 

 

Kamata Y, Tominaga M, Kamo A, Tengara S, Takamori 

K. Regulatory mechanisms for semaphorin 3A in 

human epidermal keratinocytes. 第 37 回日本研究

皮膚科学会, 那覇, 2012 年 12 月 

 

Kamo A, Tominaga M, Kamata Y, Takamori K. Effects 

of excimer lamp irradiation on rat dorsal root 

ganglion nerve fibers: implications for 

possible application to intractable pruritus. 

第 37 回日本研究皮膚科学会, 那覇, 2012 年 12 月 

 

Tominaga M, Kawasaki H, Shigenaga A, Kamo A, 

Kamata Y, Yamakura F, Takamori K. Identification 

of nitrotryptophan-containing proteins in the 

lesional skin of atopic NC/Nga mice. 第 37 回日

本研究皮膚科学会, 那覇, 2012 年 12 月 

 

髙森建二. 皮膚科医として遅れをとるな新しい常

識－かゆみのメカニズム－. 第 12 回城東皮膚科女

医会,銀座, Jun 7, 2012.  

 

髙森建二. オピオイドとかゆみ. 第 7 回知ってお

きたい皮膚疾患研究会, 盛岡, Jun 26, 2012. 

 

髙森建二. 腎透析に伴うかゆみのメカニズムと対

策.透析患者のかゆみを考える会, 厚木, Feb 16, 

2012.  

 

髙森建二. アトピー性皮膚炎の痒みを科学する. 

第 75 回日本皮膚科学会東京支部学術大会, 新宿, 

Feb 18-19, 2012. 

 

髙森建二. 透析のかゆみを科学する－メカニズム

と対策－. 鹿児島 Itch Seminar 2012, 鹿児島, 

Feb 23, 2012.  

 

髙森建二. 難治性痒みについて考える. 日本医師

会生涯教育講座, 新宿, May 10, 2012. 

 

髙森建二. かゆみを科学する－難治性かゆみのメ

カニズムと対策－. 北九州市皮膚科医会研修会, 

小倉, May 17, 2012. 

 

髙森建二. 難治性皮膚掻痒症－特に透析に伴うか

ゆみについて－. 第 2 回長野県かゆみ対策研究会, 

松本, May 20, 2012. 

 

髙森建二. 神経線維とアトピー性皮膚炎. かゆみ

シンポジウム 2012, 名古屋, Aug 25, 2012.  

 

髙森建二. アトピー性皮膚炎における難治性かゆ

みの発現メカニズムと対策. 第 4 回順天堂眼アレ

ルギー研究会, 千代田区, Sep 12, 2012. 

 

髙森建二. アトピー性皮膚炎のかゆみをやっつけ

よう. アトピー性皮膚炎・ぜんそく「身につけよう

最新治療とその実践」～講演会と Q＆A～, 日本ア

レルギー友の会講演会, 千代田区, Nov 18, 2012. 

 

髙森建二. 腎透析に伴うかゆみを科学する, 第 9

回長崎腎と薬剤研究会, 長崎, Nov 20, 2012. 

 

髙森建二. 難治性かゆみを科学する, 第 35 回川崎

市皮膚科医会, 川崎, Nov 29, 2012. 

 

髙森建二. 透析患者さんのかゆみのメカニズムと

治療. 第 15 回日本腎不全看護学会学術集会・総会, 

松山, Dec 1, 2012. 

 

髙森建二. かゆみのメカニズムの最近の進歩. 第

111 回日本皮膚科学会総会, 京都, 2012 年 6 月.  

 

髙森建二. 大震災と皮膚科 災害に対する医療の

役割 東日本大震災に対する順天堂大学浦安病院

の対応. 第 111 回日本皮膚科学会総会, 京都, 2012

年 6 月.  

 

髙森建二. アトピー性皮膚炎治療の新たな展開 痒

みのメカニズムと新たな治療戦略. 第 24 回日本ア

レルギー学会春季臨床大会, 大阪, 2012 年 5 月.  

 

冨永光俊. 抗ヒスタミン薬の効く痒みと効かない

痒み. 第 111 回日本皮膚科学会総会, 京都, 2012

年 6 月 

 



冨永光俊、加茂敦子、高森建二. 老人性乾皮症の痒

み発生機序の解明と治療法の開発. 第 8 回 加齢皮

膚医学研究会, 高知, 2012 年 7 月 

 

加茂敦子、冨永光俊、高森建二. エキシマランプに

よる止痒機序の解明と治療への応用. 第 22 回国際

かゆみシンポジウム, 東京, 2012 年 10 月 

 

Kamo A, Tominaga M, Kamata Y, Takamori K. Eximer 

lamp induces directly cutaneous nerve 

degeneration in animal models for pruritus. 22nd 

Congress of the European Academy of Dermatology 

and Venereology (EADV), Istanbul, Turkey, 

October 2-6, 2013. 

 

Kamo A, Tominaga M, Kamata Y, Nogchi A, Kimura 

U, Osamu N, Taneda K, Takamori K. Anti-pruritic 

effects of Neurotropin in NC/Nga mice with 

atopic dermatitis-like symptoms. 7th World 

Congress on Itch, Boston, USA, September 21-23, 

2013. 

 

Kamata Y, Tominaga M, Umehara Y, Kamo A, Takamori 

K. Transcriptional regulation of human 

semaphorin 3A gene in normal epidermal 

keratinocytes: implication of application to 

intractable itch in atopic dermatitis. 7th World 

Congress on Itch, Boston, USA, September 21-23, 

2013. 

 

Tominaga M, Kamo A, Osamu N, Tengara S, Kamata 

Y, Noguchi A, Takamori K. Histamine H4 receptor 

antagonists ineffective against itch and skin 

inflammation in atopic dermatitis mouse model. 

7th World Congress on Itch, Boston, USA, 

September 21-23, 2013. 

 

Kamo A, Tominaga M, Kamata Y, Takamori K. Excimer 

lamp irradiation induces reduction of 

intraepidermal nerve fibre: implications for 

possible application to intractable pruritus 

International Investigative Dermatology (IID) 

2013, Edinburgh, Scotland, May 8-11, 2013. 

 

Kamata Y, Tominaga M, Kamo A, Takamori K. 

Molecular mechanisms of Sema3A gene regulation 

in human epidermal keratinocytes. International 

Investigative Dermatology (IID) 2013, Edinburgh, 

Scotland, May 8-11, 2013. 

 

Tominaga M, Kamo A, Negi O, Tengara S, Kamata Y, 

Noguchi A, Takamori K. Histamine H4 receptor 

antagonists exhibit insufficient anti-pruritic 

and anti-inflammatory effects on mite extract 

ointment-induced mouse model of atopic 

dermatitis. International Investigative 

Dermatology (IID) 2013, Edinburgh, Scotland, 

May 8-11, 2013. 

 

髙森建二. 透析に伴うかゆみをコントロールする，

第 4 回沖縄県腎不全看護研究会 with かゆみフォー

ラム, 沖縄, 2013 年 2 月. 

 

髙森建二. 透析そう痒症の病態と治療，滋賀県皮膚

科医会学術講演会, 草津, 2013 年 4 月. 

 

髙森建二. かゆみのメカニズムと制御―保湿剤の

有効性―, 第 112 回日本皮膚科学会総会教育講演

30, 横浜, 2013 年 6 月. 

 

髙森建二. 皮膚研究の最前線～皮膚のバリア機能

の解明は皮膚所見の見方をどう変えたか～, 日本

透析学会, 福岡, 2013 年 6 月.  

 

髙森建二. 透析そう痒症はなぜ痒い, 透析患者の

かゆみを考える夕べ, 山形, 2013 年 7月. 

 

髙森建二. 透析のかゆみを科学する‐メカニズム

と対策‐, 練馬区皮膚科医会講演会, 東京, 2013

年 7 月.  

 

髙森建二. 小児アトピー性皮膚炎における積極的

な治療介入の有用性, 第 37 回日本小児皮膚科学会

学術大会モーニングセミナー, 東京，2013 年 7月. 

 

髙森建二. かゆみの病態と治療の最近の話題―特

にアトピー性皮膚炎のかゆみのメカニズムと対策

について―，第 63 回関東耳鼻咽喉科アレルギー懇

話会, 東京，2013 年 9月. 

 

髙森建二. 透析そう痒症はなぜ痒い―メカニズム

と対策―，青森レミッチ講演会，青森, 2013 年 9

月. 

 

髙森建二. かゆみの病態と治療の最近の話題―特

にアトピー性皮膚炎のかゆみのメカニズムと対策



についてー，日本臓器製薬東京第一・横浜支店社内

研修会，千代田区，2013 年 10 月. 

 

鎌田弥生，冨永光俊，梅原芳恵，加茂敦子，高森建

二. 正常ヒト表皮角化細胞におけるセマフォリン

3Aの発現制御機構. 第 23 回国際かゆみシンポジウ

ム， 大阪，2013 年 10 月. 

 

飯泉恭一，冨永光俊，川崎広明，重永綾子，加茂敦

子，鎌田弥生，高森建二，山倉文幸. 6-ニトロトリ

プトファンはアトピー性皮膚炎患者の血漿バイオ

マーカーとなり得るか？ 第 35 回日本トリプトフ

ァン研究会， 京都，2013 年 9月. 

 

加茂敦子，冨永光俊，鎌田弥生，野口篤，木村有太

子，根木 治，種田研一，高森建二. 皮膚の乾燥を

伴う痒みに対するノイロトロピンの有効性の検討. 

第 9回 加齢皮膚医学研究会， 山口，2013 年 7月. 

 

加茂敦子，冨永光俊，鎌田弥生，高森建二. 乾燥皮

膚で誘発される表皮内神経の増生に対する保湿性

オリゴマーエステル D/DC の影響. 第 112 回日本皮

膚科学会総会，横浜，2013 年 6月. 

 

川上民裕 プロアクティブ療法（アトピー性皮膚炎

の新治療戦略）と食物アレルギー・アレルギーマー

チを結ぶ点と線 第 63 回日本アレルギー学会秋季

学術大会 2013 年 11 月 29 日 東京 教育セミナ

ー アレルギー 62 巻(9, 10 号) Page 1240, 2013 

                   

竹内聡. 基礎・臨床データから見た痒みのマネジ

メント ―タクロリムス軟膏の有用性― 第 29 回

日本臨床皮膚科医会総会 平成 25 年 4 月 7 日 ウ

ェスティンナゴヤキャッスル 星雲の間西（第 4会

場）（名古屋市） 

 

F. 知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 

一塩基多型に基づくアトピー性皮膚炎の検査方法

（アトピー性皮膚炎の罹患リスク検査方法）

2012.8.31 

玉利真由美、広田朝光、久保充明 理化学研究所 

特願 2012-192247 

 

ヒト汗中に含まれる新規ヒスタミン遊離物質 

特願 2012-145814→PCT/JP2013/067396 

発明者：秀 道広、平郡隆明、石井 香、三原祥嗣、

平郡真記子、イェンス－エム・シュレーダー 

出願日：平成 24 年 6月 28 日→2013 年 6月 25 日 

 

鎌田弥生、冨永光俊、高森建二. 発明の名称：セマ

フォリン 3A の発現調節法 (特願 2013-097100 号), 

出願日: 2013 年 5 月 2日 

 

2.実用新案登録 

なし 

 

3.その他 (著書)              

髙森建二，熊谷裕生．【最近のトピックス2010 

Clinical Dermatology2010】皮膚疾患のポイント透

析のかゆみに対する新しい治療．臨床皮膚科，64(5)，

104-107，2010． 

 

髙森建二，根木治．患者さんのための腎臓病学入門

講座 透析患者さんのかゆみ そのメカニズムと

対処法について．腎不全を生きる，41，25-28，2010． 

 

熊谷裕生，丸山資郎，中元秀友，江畑俊哉，髙森建

二，鈴木洋通．既存治療に抵抗性のかゆみに対する

κ受容体作動薬ナルフラフィンの効果．アレルギー

免疫，17(9)，1520－1529，2010． 

 

種田研一，根木 治，冨永光俊，高森建二．乾癬の

痒みとオピオイドシステム．皮膚病診療，32(11)，

1154-1159，2010． 

  

冨永光俊，高森建二．痒みとオピオイド，カンナビ

ノイド．アレルギー・免疫，17(11)，66-72，2010．  

  

冨永光俊．光線療法による表皮内神経の制御―アト

ピー性皮膚炎の痒みについて―．日本皮膚科学会雑

誌，120 (13)，2947-2951，2010． 

   

種田研一，根木 治，冨永光俊，高森建二．難治性

かゆみの発現機序．綜合臨床，59(8)，1842-1844，

2010． 

  

冨永光俊，高森建二．痒みにおける表皮内神経の制

御機構．アレルギー・免疫，17(9)，38-44，2010． 

  

熊谷裕生，江畑俊哉，中元秀友，鈴木洋通，高森建

二．透析患者の皮膚そう痒 ナルフラフィン塩酸塩

の有用性．皮膚科の臨床，52(11)，1743-1750，2010．  

  

種田研一，根木治，冨永光俊，高森建二．難治性か

ゆみの発現機序．綜合臨床，59(8)， 1842-1844，



2010． 

  

高森建二，種田研一，冨永光俊．紫外線療法．

Evidenced-Based Medicine アトピー性皮膚炎 よ

りよい治療のためのEBMデータ集，中山書店，56-51，

2010． 

  

冨永光俊、高森建二．光と神経．からだと光の事典，

朝倉書店，154-156，2010． 

 

髙森建二．日本アフェレシス学会創立30周年によせ

て－皮膚科の立場から見た30年－． 日本アフェレ

シス学会創立30周年記念誌，35-36，2011． 

 

高森建二．乾燥肌に由来するかゆみに対して保湿剤

は有効か？．厚生労働省科学研究費補助金 医薬

品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究

事業 小児等の特殊患者に対する医薬品の適正使

用に関する研究．平成22年度 研究報告書，523-525，

2011． 

 

熊谷裕生，丸山資郎，江畑俊哉，髙森建二，中元秀

友，鈴木洋通．血液透析患者のかゆみの病態とカッ

パ受容体作動薬ナルフラフィンの臨床効果．腎臓，

編集 冨野康日己，柏原直樹，成田一衛，285-295，

2011． 

 

髙森建二，根木治．透析患者のかゆみのメカニズム．

透析療法ネクストXII，34-41，2011． 

 

熊谷裕生，丸山資郎，江畑俊哉，髙森建二，中元俊

友，鈴木洋通．新しいかゆみ治療薬ナルフラフィン

（レミッチ®）の臨床開発と有効性．透析療法ネク
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